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網走沖で得られたクラカケアザラシ
 Histriophoca fasciataの胎児

宇仁義和
099-4113斜里町本町 49番地，斜里町立知床博物館

A record of ribbon seal Histriophoca fasciata fetus off Abashiri, Hokkaido.
UNI Yoshikazu

A female ribbon seal Histriophoca fasciata were netted by a salmon set net off Abashiri, along the Sea of 
Okhotsk coast of Hokkaido, 44°08́ N, 144°18́ E, 25th October 2001. Where is 2.5km from the coast and 
20m in depth. The female was pregnant with a fetus, that was female, BW770g, BL27.5cm, with remarkble 
peculiar color pattern on its skin. These two seals are deposited in the Shiretoko Museum, Shari, Hokkaido.

Shiretoko Museum, 49Honmachi, Shari, Hokkaido, Japan 099-4113. unisan@m5.dion.ne.jp

資料と採集地

　2001年10月25日月曜日，網走市の北方約５km
にある能取岬東側のサケ定置網（網さけ定第４号）
の沖網（定置網の最も沖側の部分）からクラカケ
アザラシのメス成獣 Histriophoca fasciata が水揚げ
された（北緯44°08́，東経144°18́）．沖網の位置
は，岸からの距離約2.5km，水深は約20mである．
前日は日曜日で，網起こしは土曜日の23日朝から
行われておらず，混獲されたのは23日午前から25
日早朝までの間と考えられる．メスの外部計測値
は，体長146cm，全長170cm，胸囲124cm，胴囲
108cm，胸部の皮下脂肪はもっとも厚いところで
約６cmであった．体重は計測しなかった．また，
胃内容物は観察されなかった．
　胎児は子宮から取り出した20分後に計測し，肉
眼での観察を行った．性別はメス，体重770g，全
長32.5cm，体長27.5cm，胸囲23.4cm，胴囲19.7cm
であった．体色は褐色を主としていたが，後頭
部から後頚部を経て腰までの背の中央部は赤みが
かった白色で，白色の部分は頚部を一周していた
ほか腰部でも次第に細くなる帯状となり腹部中央
近くまで達していた（ただし頚部は内出血を起こ
していたため写真では白色部分が判然としない）．
（写真１）．体表全体を覆う体毛は観察されなかっ
たが，まゆ，あごひげ，くちひげが観察された．
標本はホルマリン液浸標本として斜里町立知床博
物館に保存されている（標本番号1689）．

知床博物館研究報告 Bulletin of the
Shiretoko Museum 24:15-16 (2003)

図１．網走市能取岬沖で得られたクラカケアザラシの
妊娠メスと胎児の捕獲場所（★）.  Fig.1. Location of a 
pragnant female ribbon seal and fetus(★), off Notoro cape, 
Abashiri, Hokkaido.

写真１．網走市能取岬沿岸で捕獲されたクラカケア
ザラシの胎児（体長27.5cm，体重770g）．左上：左
側面，左下：腹面，右：背面. Plate 1. fetus of ribbon 
seal, BL27.5cm, BW 770g, taken off Notoro cape, Abashiri, 
Hokkaido. Above left: ateral view (left side), below left: 
ventral view, right: dosal view.
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若干の考察

　クラカケアザラシは，ベーリング海とオホーツ
ク海をおもな分布域としチュクチ海や間宮海峡に
も生息する．晩冬から初夏にかけては海氷ととも
にあるが，晩夏から秋の居場所はよくわかってい
ない．沿岸に上陸しないことから，沖合で過ごす
と推測され，単独性が強い（Burns 1981）．オホー
ツク海では５～６月に流氷とともにサハリン東
岸に現れ，分布辺縁部での捕獲事例は，色丹島沖
で６月下旬，厚岸沖で９月20に捕獲された例があ
る（犬飼1942）．アザラシ猟船での観察では，サ
ハリン東岸のアニワ湾沖で５月中旬に多く捕獲
された（Naito & Konno 1979）．流氷期の根室海峡
ではしばしば観察される（宇野・山中 1988）．ま
た，オホーツク海の個体群は南北に２つに別れ，
南部の個体群はオホーツク海盆の深海上の海氷
を繁殖地としており，大陸棚の氷上で繁殖する他
の繁殖群とは異なった生態と形態的特徴を見せる
（Fedoseev 2002）．沖合に生息するため羅網する
個体は少なく，近年は科学的知見がない（和田
1997）．戦前には犬飼哲夫による報告があり（犬
飼1940，1942；Inukai 1940），クラカケアザラシ
の命名は1924年に岸田久吉によってなされた（犬
飼 1940）．
　新生児の出生は４月３日から５月10日にかけ，
多くは４月５－15日に起こり，おおよその大きさ
は10.5kg，86cm（Burns 1981），オホーツク海で
の繁殖期は３月で出生時の体重は約10kg，メスは
出産後の４月から５月にかけて交尾し，約２カ月
後に着床する（Tikhomirov 1971）．出生児は体重
６‒10kg，73‒98cmである（Fedoseev 2002）．
　以上の報告からすると，今回捕獲された妊娠メ
スは沿岸2.5kmと岸近くの浅海域のサケ定置で羅
網しており，同種が外洋性とされることやこれま
での羅網状況を考えると特異的な事例と考えられ
る．10月下旬に得られたので，胎児は着床後４～
５カ月と推測されるが，計測値との整合性につい
ては確認していない．
　クラカケアザラシの毛皮模様の形成図式を考察
したNaito & Oshima (1976）は，肩から背にかけ
形成される楯形模様は基礎的な色素沈着であり，
明るい下地を持った祖先形態にさかのぼると推測
した．今回得られた胎児は，肩から背にかけた部
位は白色であり色素定着が見られなかった．楯形

模様の形成は，より成長した段階で起こると考え
られた．
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